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連
合
協
会
菊
池
博
輝
専
務
理
事
に
ご
臨

席
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

髙
力
副
会
長
の
開
会
の
こ
と
ば
の
後
、

嶋
﨑
勝
昭
会
長
は
次
の
よ
う
に
挨
拶
し

ま
し
た
。

　

近
年
、
全
国
各
地
に
お
い
て
多
発
し

て
い
る
大
規
模
な
山
地
災
害
、
今
後
想

定
さ
れ
る
巨
大
地
震
に
よ
る
津
波
災
害

等
に
対
応
す
る
た
め
、
山
地
防
災
力
の

強
化
、
海
岸
防
災
林
整
備
な
ど
災
害
に

強
い
森
林
づ
く
り
を
着
実
に
推
進
す
る

こ
と
が
喫
緊
の
課
題
で
あ
る
。

　

ま
た
、
林
業
の
成
長
産
業
化
を
推
進

す
る
た
め
に
は
、
木
材
の
安
定
供
給
体

制
の
確
立
、
地
球
温
暖
化
防
止
に
貢
献

す
る
森
林
の
適
切
な
施
業
が
必
要
で
あ

り
、
基
盤
施
設
で
あ
る
路
網
の
整
備
は

不
可
欠
で
あ
る
。

　

我
々
地
域
の
森
林
土
木
建
設
業
者
を

取
り
巻
く
経
営
環
境
が
、
大
変
厳
し
い

状
況
に
あ
る
中
、
山
村
地
域
に
お
い
て

山
地
災
害
危
険
箇
所
に
対
応
す
る
た
め

に
は
、
最
低
限
必
要
な
事
業
量
を
確
保

す
る
た
め
の
林
野
公
共
事
業
予
算
、
特

に
治
山
事
業
の
大
幅
な
増
加
が
必
要
で

あ
る
。
同
時
に
、
上
半
期
の
前
倒
し
執

行
に
よ
り
不
足
す
る
こ
と
が
予
想
さ
れ

る
下
半
期
に
対
応
す
る
た
め
の
大
型
の

補
正
予
算
の
編
成
で
あ
る
。

　

森
林
土
木
業
界
と
し
て
は
、
地
域
住

民
の
安
全
・
安
心
等
の
た
め
、
課
せ
ら

れ
た
社
会
的
責
務
を
果
た
し
て
参
り
た

平
成
二
十
八
年
度
「
全
森
建
」定
時
総
会
を
開
催

　

ご
来
賓
と
し
て
、
今
井
林
野
庁
長
官

を
は
じ
め
幹
部
の
皆
様
、
林
業
関
係
団

体
か
ら
は
、（
一
社
）日
本
林
業
協
会
前

田
直
登
会
長
、（
一
社
）日
本
林
業
土
木

　
「
全
森
建
」
で
は
、去
る
六
月
二
十
二

日
㈬
、
東
京
都
内
の
霞
山
会
館
に
お
い

て
、
平
成
二
十
八
年
度
定
時
総
会
を
開

催
し
ま
し
た
。

九州の霊峰 英彦山
【写真提供：福岡県添田町】



平成 28 年 7 月 29 日　2
一般社団法人
全国森林土木建設業協会会報第 142 号

い
。」（
会
長
挨
拶
全
文
七
〜
八
頁
に
掲

載
）

　

次
い
で
、
今
井
林
野
庁
長
官
に
、
ま

た
、
林
業
関
係
団
体
を
代
表
し
て
前
田

（
一
社
）日
本
林
業
協
会
会
長
に
ご
祝
辞

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
議
事
に
移
り
、
定
時
総
会

成
立
宣
言
の
後
、
定
款
に
則
り
、
議
長

に
嶋
﨑
会
長
を
選
任
し
、
上
程
さ
れ
た

「
平
成
二
十
七
年
度
決
算
に
つ
い
て
」、

平
成
二
十
八
年
度

主
要
事
業
計
画

一�　

林
野
公
共
事
業
関
連
団
体
と
の
連

携
強
化

　

国
民
生
活
の
安
全
・
安
心
を
支
え
る

と
と
も
に
地
球
温
暖
化
防
止
対
策
に
も

寄
与
す
る
森
林
の
保
全
・
整
備
を
推
進

す
る
た
め
、
林
野
公
共
事
業
の
拡
充
・

強
化
及
び
Ｃ
Ｏ
２
吸
収
源
と
し
て
の
森

林
の
整
備
等
森
林
吸
収
源
対
策
に
必
要

な
安
定
的
な
財
源
確
保
、
ま
た
、
農
山

漁
村
の
活
性
化
に
つ
な
が
る
予
算
を
確

保
す
る
た
め
、
林
野
公
共
事
業
関
連
団

体
と
連
携
し
つ
つ
一
体
的
な
運
動
を
展

開
し
て
い
く
こ
と
す
る
。

二　

協
会
活
動
計
画

⑴
　
定
時
総
会

　
「
全
森
建
」の
活
動
方
針
等
を
決
定

す
る
た
め
、
六
月
、
東
京
都
内
で
開

催
す
る
。

⑵
　
正
・
副
会
長
会
議
及
び
理
事
会

　
「
全
森
建
」の
円
滑
な
運
営
と
活
動

方
針
等
を
討
議
す
る
た
め
、
東
京
都

内
で
原
則
二
回
（
六
月
・
一
月
）
開

催
す
る
。

⑶
　
常
勤
役
員
・
事
務
局
長
等
会
議

　

協
会
活
動
を
円
滑
に
実
施
し
て
い

く
た
め
の
情
報
交
換
に
努
め
る
こ
と

「
平
成
二
十
八
年
度
会
費
の
賦

課
及
び
納
入
の
方
法
（
案
）
に

つ
い
て
」、「
決
議
（
案
）
に
つ

い
て
」
及
び
「
役
員
の
補
選

（
案
）
に
つ
い
て
」
が
、原
案
ど

お
り
承
認
、
決
議
さ
れ
ま
し
た
。

　

な
お
、新
た
な
理
事
に
は
、埼

玉
県
森
林
土
木
建
設
業
協
会
の

山
口
敬
善
氏
が
選
任
さ
れ
ま
し

た
。

　

ま
た
、
理
事
会
の
承
認
事
項

で
あ
る
「
平
成
二
十
八
年
度
事

業
計
画
及
び
収
支
予
算
に
つ
い

て
」
も
総
会
に
お
い
て
報
告
さ

れ
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
猪
俣
副
会
長
の
閉

会
の
こ
と
ば
で
、
平
成
二
十
八

年
度
の
定
時
総
会
を
締
め
く
く

り
ま
し
た
。

と
し
、
原
則
と
し
て
、
一
月
の
「
正
・

副
会
長
会
議
及
び
理
事
会
」
の
翌
日

に
開
催
す
る
。

⑷
　
技
術
・
労
働
委
員
会

　

技
術
・
労
働
委
員
会
に
お
い
て
は
、

森
林
土
木
事
業
に
お
け
る
技
術
継
承

と
効
率
的
・
効
果
的
な
事
業
の
執
行
、

実
態
に
即
し
適
正
な
利
潤
が
確
保
さ

れ
る
設
計
・
積
算
の
あ
り
方
、「
森
林

分
野
Ｃ
Ｐ
Ｄ
」
を
中
心
と
す
る
技
術

力
向
上
支
援
の
あ
り
方
等
に
つ
い
て

調
査
・
検
討
す
る
。

　

ま
た
、
重
大
災
害
の
発
生
を
踏
ま

え
、
労
働
安
全
・
福
祉
対
策
、
労
働

環
境
改
善
対
策
等
の
調
査
・
検
討
を

進
め
る
と
と
も
に
、担
い
手
の
育
成
・

確
保
等
の
諸
問
題
に
つ
い
て
調
査
・

検
討
を
行
う
。

　

委
員
会
の
開
催
は
、
基
本
的
に
東

京
都
内
で
年
一
回
十
一
月
頃
の
開
催

と
す
る
。

⑸�

　
労
働
安
全
ポ
ス
タ
ー
等
の
制
作
・

配
布
（
公
益
目
的
支
出
計
画
実
施
事

業
）

　

森
林
土
木
事
業
に
係
る
労
働
安
全

意
識
の
高
揚
や
そ
の
意
義
を
広
く
国

民
に
普
及
啓
発
す
る
た
め
ポ
ス
タ
ー

の
制
作
・
配
布
を
行
う
。

⑹
　「
全
森
建
」福
祉
共
済
制
度
の
運
営

　
「
全
森
建
」
福
祉
共
済
制
度
は
、平

成
七
年
に
創
設
以
来
、「
全
森
建
」
会

員
の
絆
を
深
め
る
と
と
も
に
、
労
働

平成28年度定時総会

来賓挨拶
今井　敏 林野庁長官

来賓挨拶
（一社）日本林業協会
前田　直登 会長
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災
害
時
等
に
お
け
る
負
担
軽
減
を
図

る
た
め
に
保
険
内
容
の
充
実
に
努
め

て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
加
入
者

の
減
少
傾
向
が
続
く
中
、
そ
の
加
入

促
進
を
図
る
た
め
、
今
後
と
も
各
協

（
議
）会
及
び
引
受
保
険
会
社
の
協
力

を
得
な
が
ら
魅
力
あ
る
制
度
と
し
て

充
実
し
て
い
く
た
め
の
検
討
を
行
う

と
と
も
に
、
さ
ら
な
る
普
及
・
啓
発

を
図
る
。

⑺�

　「
全
森
建
」
研
修
（
公
益
目
的
支
出

計
画
実
施
事
業
）

　

森
林
土
木
総
合
技
術
研
修
を
中
央

研
修
と
し
て
企
画
・
実
施
す
る
と
と

も
に
、
各
協
（
議
）
会
が
実
施
す
る

各
種
研
修
等
へ
の
講
師
斡
旋
及
び
経

費
の
一
部
助
成
を
継
続
す
る
。

　

な
お
、
森
林
土
木
総
合
技
術
研
修

に
つ
い
て
は
森
林
分
野
Ｃ
Ｐ
Ｄ
認
定

機
関
（
Ｊ
Ａ
Ｆ
Ｅ
Ｅ
）
に
登
録
し
た

上
で
実
施
す
る
と
と
も
に
、
各
協

（
議
）会
の
実
施
す
る
各
種
研
修
等
に

つ
い
て
も
そ
の
促
進
を
図
る
。

⑻
　
表
彰

　

森
林
土
木
業
界
の
発
展
、
技
術
の

向
上
、
労
働
安
全
、
経
営
基
盤
の
強

化
等
に
尽
力
さ
れ
た
方
々
に
つ
い
て
、

表
彰
の
審
査
、
表
彰
行
事
の
開
催
等

を
行
う
。

⑼
　
広
報
・
普
及
啓
発
活
動

①�　

情
報
提
供
の
中
心
と
な
る
会
報

の
発
行
は
引
き
続
き
季
刊
（
四
、

七
、
十
、
一
月
）
と
し
、
予
算
・

税
制
関
係
、
技
術
向
上
、
労
働
災

害
防
止
、
森
林
・
林
業
・
木
材
産

業
等
に
関
す
る
広
範
な
情
報
提
供

を
行
う
と
と
も
に
、
毎
号
、「
地
方

協
（
議
）
会
だ
よ
り
」
等
に
よ
り
、

森
林
土
木
事
業
の
取
組
状
況
や
入

札
制
度
に
関
す
る
情
報
等
、
各
協

（
議
）会
活
動
に
資
す
る
幅
広
い
情

報
の
相
互
伝
達
を
図
る
こ
と
と
す

る
。

　

ま
た
、
緊
要
な
中
央
情
報
等
に

つ
い
て
は
メ
ー
ル
等
に
よ
り
迅
速

な
提
供
に
努
め
る
と
と
も
に
、「
全

森
建
」、各
協
（
議
）
会
等
活
動
の

紹
介
や
森
林
土
木
事
業
の
重
要
性

等
を
Ｐ
Ｒ
す
る
媒
体
と
し
て
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
の
一
層
の
活
用
を
図
る

こ
と
と
す
る
。

②�　

地
方
協
（
議
）
会
総
会
、
ブ
ロ

ッ
ク
会
議
等
に
積
極
的
に
参
加
し
、

情
報
提
供
や
地
域
の
諸
情
勢
等
の

把
握
に
努
め
る
こ
と
と
す
る
。

③�　

森
林
土
木
事
業
に
お
け
る
重
大

災
害
の
発
生
状
況
を
踏
ま
え
、
労

働
災
害
発
生
事
例
等
災
害
防
止
関

係
情
報
の
収
集
・
提
供
に
努
め
、森

林
土
木
事
業
に
お
け
る
災
害
の
未

然
防
止
に
努
め
る
こ
と
と
す
る
。

⑽
　
そ
の
他
の
活
動

①�　

路
網
整
備
と
間
伐
を
中
心
と
す

る
森
林
整
備
事
業
や
林
建
協
働
活

動
へ
の
参
入
、
地
方
公
共
団
体
と

の
防
災
協
定
等
締
結
に
よ
る
地
域

の
安
全
・
安
心
へ
の
貢
献
、
信
頼

関
係
の
構
築
な
ど
の
在
り
方
に
つ

い
て
検
討
す
る
と
と
も
に
、
そ
の

普
及
促
進
を
図
る
。

②�　

会
員
の
労
働
安
全
の
確
保
、
施

工
技
術
向
上
の
た
め
、
労
働
災
害

防
止
事
例
、
森
林
土
木
技
術
等
の

普
及
を
図
る
。

平
成
二
十
八
年
度　

第
一
回
正
・
副
会
長
会
議
、第
一
回
、第
二
回
理
事
会

を
開
催

　

六
月
二
十
二
日
㈬
午
後
二
時
、
定
時

総
会
に
先
立
ち
霞
山
会
館「
桃
源
の
間
」

に
お
い
て
、「
第
一
回
正
・
副
会
長
会

議
」
を
開
催
し
、午
後
三
時
か
ら
は
「
牡

丹
の
間
」
に
お
い
て
「
第
二
回
理
事
会
」

を
開
催
し
ま
し
た
。

　

両
会
場
に
お
い
て
は
、
平
成
二
十
八

年
度
定
時
総
会
に
付
議
す
る
承
認
事
項
、

報
告
等
に
つ
い
て
審
議
が
行
わ
れ
、
全

て
が
原
案
ど
お
り
了
承
さ
れ
ま
し
た
。

第一回正・副
会長会議

第二回理事会
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Ⅰ　
林
野
庁
長
官
表
彰
受
賞
者

氏　
　
　
　

名

所　

属　

協　
（
議
）　

会

川

平

賀

継

沖

縄

県

森

林

土

木

協

議

会

Ⅱ　
全
森
建
会
長
賞
受
賞
者

氏　
　
　
　

名

所　

属　

協　
（
議
）　

会

関

根　
　

誠

（
一
社
）
北
海
道
森
林
土
木
建
設
業
協
会

亀

山　
　

隆

愛

知

県

治

山

林

道

建

設

協

会

安

永

健

吾

徳

島

県

治

山

林

道

協

会

浪

速

昭

彦

岡

山

県

森

林

土

木

建

設

協

会

坂

本　
　

猛

熊

本

県

森

林

土

木

建

設

協

会

Ⅲ　
全
森
建
会
長
賞
受
賞
者
（
労
働
安
全
部
門
）

１　

団
体
の
部

団　

体　

名

代 

表 

者 

氏 

名

所　

属　

協　
（
議
）　

会

西
毛
建
設
株
式
会
社
代
表
取
締
役　

橳
島　

幸
正
群
馬
県
森
林
土
木
建
設
協
会

有
限
会
社
清
水
興
産
代
表
取
締
役

社

長　

江
藤　

英
雄

福
岡
県
森
林
土
木
建
設
業
協
会

２　

事
業
場
の
部

事 

業 

場 

名

代 

表 

者 

氏 

名

所　

属　

協　
（
議
）　

会

株
式
会
社
名
正
建
設
代
表
取
締
役　

笠
原　

慎
吾
徳
島
県
治
山
林
道
協
会

大
宝
建
設
株
式
会
社
代
表
取
締
役　

柴
田　

久
直
長
崎
県
森
林
土
木
建
設
業
協
会

大
栄
開
発
株
式
会
社
代
表
取
締
役　

桐
原　
　

敏
長
崎
県
森
林
土
木
建
設
業
協
会

株
式
会
社
昭
大
建
設
代
表
取
締
役　

糸
瀬
三
代
喜
長
崎
県
森
林
土
木
建
設
業
協
会

平
成
二
十
八
年
度

「
全
森
建
」
表
彰
行
事
表
彰
式
を
挙
行

　

平
成
二
十
八
年
度
表
彰
式
は
六
月
二

十
二
日
㈬
の
午
後
四
時
か
ら
霞
山
会
館

「
霞
山
の
間
」
に
お
い
て
、定
時
総
会
に

先
立
ち
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

受
賞
者
は
、
永
年
に
わ
た
り
森
林
土

木
事
業
の
発
展
向
上
に
寄
与
し
た
一
名

の
方
に
対
し
、
今
井
林
野
庁
長
官
か
ら

「
林
野
庁
長
官
表
彰
状
」が
授
与
さ
れ
ま

し
た
。

　

ま
た
、
同
様
の
功
績
の
あ
っ
た
５
名

の
方
々
、
労
働
安
全
部
門
で
実
績
の
あ

っ
た
二
団
体
、
四
事
業
場
の
企
業
の
会

員
に
「
全
森
建
会
長
表
彰
状
」
が
授
与

さ
れ
ま
し
た
。

　

授
与
さ
れ
た
皆
様
方
は
下
表
の
と
お

り
で
す
。

受賞者代表謝辞
川平賀継さん

（沖縄県森林土木協議会）

今井長官、嶋﨑会長を囲んで
喜びの受賞者の皆さん
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国
会
・
林
野
庁
に

要
望
書
を
提
出
　

　

定
時
総
会
の
翌
日
、
六
月
二
十
三
日

㈭
、
全
森
建
嶋
﨑
勝
昭
会
長
は
、
副
会

長
と
と
も
に
今
井
林
野
庁
長
官
を
は
じ

め
幹
部
の
方
々
を
訪
れ
、
定
時
総
会
で

決
議
さ
れ
た
要
望
書
を
手
渡
し
、
事
前

防
災
・
減
災
の
た
め
の
治
山
施
設
の
設

◎ 

要 

望 

書

　

私
共
、
一
般
社
団
法
人
全
国
森
林
土

木
建
設
業
協
会
は
平
成
二
十
八
年
度
定

時
総
会
に
際
し
、
国
土
の
保
全
や
林
業

生
産
基
盤
で
あ
る
路
網
の
整
備
に
大
き

な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
森
林
土
木
事

業
の
促
進
と
、
そ
の
施
工
に
あ
た
っ
て

品
質
の
確
保
は
も
と
よ
り
、
適
正
な
利

潤
に
よ
り
将
来
の
担
い
手
が
確
保
さ
れ

る
森
林
土
木
事
業
の
実
現
等
に
つ
い
て
、

次
の
と
お
り
決
議
い
た
し
ま
し
た
。

　

つ
き
ま
し
て
は
、
こ
の
決
議
の
実
現

置
等
総
合
的
な
治
山
対
策
に
よ
り
「
緑

の
国
土
強
靱
化
」
の
強
力
な
推
進
並
び

に
森
林
吸
収
源
対
策
と
し
て
の
間
伐
等

森
林
施
業
の
実
施
に
不
可
欠
な
路
網
整

備
の
着
実
な
推
進
、
治
山
対
策
、
路
網

整
備
等
の
取
組
を
推
進
す
る
森
林
土
木

事
業
関
連
予
算
の
拡
充
・
強
化
、
熊
本

地
震
へ
の
対
応
と
全
国
の
活
断
層
域
で

の
地
震
に
備
え
た
予
防
治
山
対
策
の
強

化
な
ど
九
項
目
に
つ
い
て
要
望
を
行
い

ま
し
た
。

　

次
い
で
、
森
山
農
林

水
産
大
臣
は
じ
め
関
係

国
会
議
員
を
訪
れ
要
望

活
動
を
行
い
ま
し
た
。

に
向
け
特
段
の
ご
配
慮
を
賜
り
ま
す
よ

う
、
こ
こ
に
強
く
要
望
い
た
し
ま
す
。

平
成
二
十
八
年
六
月
二
十
二
日

一
般
社
団
法
人 

全
国
森
林
土
木
建
設
業
協
会

会
長　

嶋
﨑　

勝
昭

決
　
議

　

東
日
本
大
震
災
か
ら
の
復
旧
・
復
興

が
「
復
興
・
創
生
期
間
」
に
移
行
し
加

速
化
が
求
め
ら
れ
る
一
方
、
先
般
の
熊

本
地
震
で
は
、
熊
本
、
大
分
両
県
を
中

心
に
、
未
曾
有
の
山
地
災
害
等
が
発
生

し
、
今
後
の
降
雨
等
に
よ
り
更
な
る
被

害
の
拡
大
も
危
惧
さ
れ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
近
年
で
は
、
全
国
各
地

で
台
風
や
前
線
等
に
伴
う
集
中
豪
雨
、

大
き
な
地
震
等
に
よ
る
大
規
模
な
山
腹

崩
壊
等
が
多
発
し
、
貴
重
な
人
命
・
財

産
が
失
わ
れ
る
な
ど
国
民
生
活
の
安

全
・
安
心
を
脅
か
す
状
況
に
あ
る
。

　

こ
の
た
め
、
山
地
防
災
力
の
強
化
に

向
け
た
災
害
に
強
い
森
林
づ
く
り
、
津

波
に
強
い
海
岸
防
災
林
の
整
備
等
の
総

合
的
な
治
山
対
策
に
よ
る
「
緑
の
国
土

強
靱
化
」
の
強
力
な
推
進
が
喫
緊
の
課

題
と
な
っ
て
い
る
。

　

加
え
て
、
我
が
国
の
林
業
・
木
材
産

今井林野庁長官へ要望書の説明

沖林野庁次長へ要望書の説明
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研
修
会
の
実
施

　

平
成
二
十
八
年
六
月
二
十
三
日
㈭
、

永
田
町
ビ
ル
四
階
に
お
い
て
、
平
成
二

十
八
年
度
の
森
林
整
備
保
全
事
業
設
計

業
及
び
山
村
等
の
現
状
は
、
路
網
整
備

等
生
産
基
盤
の
立
ち
遅
れ
や
担
い
手
の

減
少
な
ど
に
よ
り
、
林
業
生
産
活
動
は

長
期
に
わ
た
り
停
滞
す
る
と
と
も
に
、

山
村
地
域
も
集
落
の
維
持
困
難
等
一
段

と
厳
し
さ
を
増
し
て
お
り
、
国
土
保
全
、

地
球
温
暖
化
防
止
、
木
材
生
産
等
森
林

の
有
す
る
多
面
的
機
能
の
十
全
な
発
揮

が
懸
念
さ
れ
る
状
況
と
な
っ
て
い
る
。

　

こ
の
た
め
、
充
実
し
つ
つ
あ
る
森
林

資
源
を
循
環
利
用
し
た
林
業
の
成
長
産

業
化
の
実
現
に
向
け
て
、
間
伐
等
の
森

林
施
業
と
こ
れ
と
一
体
と
な
っ
た
路
網

整
備
を
推
進
し
、
森
林
の
有
す
る
多
面

的
機
能
を
発
揮
さ
せ
つ
つ
国
産
材
の
安

定
供
給
体
制
を
確
立
し
て
い
く
こ
と
が

急
務
と
な
っ
て
い
る
。

　

こ
れ
ら
の
施
策
を
着
実
に
進
め
る
た

め
必
要
な
措
置
が
講
じ
ら
れ
る
よ
う
、

次
の
事
項
に
つ
い
て
特
段
の
配
慮
が
な

さ
れ
る
よ
う
強
く
要
望
す
る
。

記

一�　

事
前
防
災
・
減
災
の
た
め
の
治
山

施
設
の
設
置
、
荒
廃
山
地
の
復
旧
等

総
合
的
な
治
山
対
策
に
よ
り
地
域
の

安
全
・
安
心
の
確
保
を
図
る
「
緑
の

国
土
強
靱
化
」
の
強
力
な
推
進

二�　

木
材
の
安
定
供
給
に
よ
る
林
業
の

成
長
産
業
化
の
実
現
や
森
林
吸
収
源

対
策
と
し
て
の
間
伐
等
森
林
施
業
の

実
施
に
不
可
欠
な
路
網
整
備
の
着
実

な
推
進

三�　

熊
本
地
震
へ
の
対
応
と
全
国
の
活

断
層
域
で
の
地
震
に
備
え
た
予
防
治

山
対
策
の
強
化

四�　

治
山
対
策
、
路
網
整
備
等
の
取
組

を
推
進
す
る
森
林
土
木
事
業
関
連
予

算
の
拡
充
・
強
化

五�　

森
林
吸
収
源
対
策
の
推
進
に
必
要

な
財
源
確
保
に
係
る
税
制
措
置
等
の

早
期
実
現

六�　

中
長
期
的
担
い
手
の
育
成
・
確
保

の
た
め
適
正
な
利
潤
が
確
保
で
き
る

よ
う
、
労
務
、
資
材
等
の
最
新
実
勢

価
格
を
反
映
し
た
予
定
価
格
の
適
正

な
設
定
、
工
事
の
性
格
や
地
域
の
実

情
な
ど
を
踏
ま
え
た
適
切
な
工
期
の

設
定
及
び
施
工
時
期
等
の
平
準
化
並

び
に
施
工
条
件
の
変
化
な
ど
に
応
じ

た
適
切
な
設
計
変
更

七�　

森
林
土
木
事
業
の
施
工
実
態
に
対

応
し
た
設
計
・
積
算
の
確
立

八�　

総
合
評
価
落
札
方
式
等
入
札
制
度

の
適
切
な
運
用
等
に
よ
る
森
林
土
木

工
事
の
品
質
確
保
、担
い
手
の
育
成
・

確
保
並
び
に
森
林
分
野
Ｃ
Ｐ
Ｄ
加
入

促
進
等
に
よ
る
技
術
力
の
向
上

九�　

リ
ス
ク
ア
セ
ス
メ
ン
ト
の
普
及
定

着
等
に
よ
る
重
大
災
害
の
絶
滅
等
労

働
安
全
衛
生
の
確
保
と
福
祉
の
向
上

に
向
け
た
取
組
の
推
進

　

右
決
議
す
る

平
成
二
十
八
年
六
月
二
十
二
日

一
般
社
団
法
人

全
国
森
林
土
木
建
設
業
協
会

積
算
要
領
が
大
幅
に
改
正
さ
れ
た
こ
と

か
ら
、
設
計
積
算
要
領
の
改
正
内
容
等

に
つ
い
て
林
野
庁
計
画
課
の
葛
西
施
工

技
術
班
担
当
課
長
補
佐
を
講
師
に
研
修

会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
箕
輪
施
工
企
画
調
整
室
長

を
は
じ
め
、
両
角
入
札
契
約
技
術
企
画

官
、
吉
澤
設
計
基
準
班
担
当
課
長
補
佐
、

治
山
課
の
川
口
施
設
実
行
班
担
当
課
長

補
佐
並
び
に
整
備
課
の
貝
沼
森
林
土
木

専
門
官
に
出
席
い
た
だ
き
、
意
見
交
換

を
行
い
ま
し
た
。

研修会
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会 

長 

挨 

拶

（
一
社
）全
国
森
林
土
木
建
設
業
協
会
会
長�

嶋 

﨑 

勝 

昭

　

平
成
二
十
八
年
度
定
時
総
会
開
催
に

当
た
り
、
一
言
ご
挨
拶
を
申
し
上
げ
ま

す
。

　

本
日
は
、
定
時
総
会
の
開
催
を
ご
案

内
い
た
し
ま
し
た
と
こ
ろ
、
全
国
各
地

か
ら
会
員
の
皆
様
に
ご
出
席
い
た
だ
き

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
ご
来
賓
と
し
て
公
務
ご
多
忙

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
今
井
林
野
庁
長
官

は
じ
め
幹
部
の
皆
様
、
ま
た
、（
一
社
）

日
本
林
業
協
会
の
前
田
会
長
様
は
じ
め

林
業
関
係
団
体
か
ら
も
ご
臨
席
い
た
だ

く
中
で
、
こ
の
よ
う
に
盛
大
に
定
時
総

会
を
開
催
す
る
こ
と
が
で
き
、
心
か
ら

お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

平
素
は
、本
日
ご
列
席
の
皆
様
に
は
、

私
ど
も
「
全
森
建
」
の
運
営
並
び
に
活

動
に
あ
た
り
、
格
別
の
ご
理
解
と
ご
協

力
を
賜
り
、篤
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

先
ほ
ど
の
表
彰
式
に
お
い
て
、
林
野

庁
長
官
表
彰
を
受
賞
さ
れ
た
川
平
会
長

並
び
に
全
森
建
会
長
表
彰
を
受
賞
さ
れ

た
皆
様
、
誠
に
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
こ
れ
ま
で
の
ご
功
績
が
高
く
評
価

さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
皆
様
の
ご
努
力

に
深
く
敬
意
を
表
す
る
次
第
で
す
。
受

賞
さ
れ
た
皆
様
に
は
、
今
回
の
受
賞
を

励
み
に
、
今
後
ま
す
ま
す
ご
活
躍
さ
れ

る
こ
と
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

　

ま
ず
、
四
月
十
四
日
に
始
ま
っ
た
熊

本
地
震
に
よ
り
犠
牲
と
な
ら
れ
た
多
く

の
方
々
に
謹
ん
で
哀
悼
の
意
を
表
し
ま

す
と
と
も
に
、
怪
我
を
さ
れ
た
方
、
今

な
お
避
難
所
で
の
生
活
な
ど
苦
難
の
中

に
お
ら
れ
る
皆
様
に
衷
心
よ
り
お
見
舞

い
申
し
上
げ
ま
す
。
全
森
建
に
お
き
ま

し
て
も
、
本
震
当
日
の
四
月
十
六
日
に

「
熊
本
地
震
対
策
本
部
」
を
設
置
し
、各

協
（
議
）
会
の
皆
様
に
ご
支
援
等
の
呼

び
か
け
等
を
行
っ
た
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い

ま
す
。
ご
支
援
を
戴
き
ま
し
た
皆
様
に

改
め
て
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

近
年
、
台
風
や
前
線
に
伴
う
記
録
的

な
大
雨
に
よ
り
、
毎
年
全
国
各
地
で
、

大
規
模
な
山
腹
崩
壊
等
が
多
数
発
生

し
、
多
く
の
人
命
・
財
産
が
失
わ
れ
て

い
ま
す
が
、
こ
れ
ら
山
地
災
害
あ
る
い

は
今
後
想
定
さ
れ
る
巨
大
地
震
に
よ
る

津
波
災
害
等
に
対
応
す
る
た
め
に
は
、

治
山
事
業
等
に
よ
り
山
地
防
災
力
の
強

化
、
海
岸
防
災
林
整
備
な
ど
災
害
に
強

い
森
林
づ
く
り
を
着
実
に
推
進
す
る
こ

と
が
、
今
ま
さ
に
喫
緊
の
課
題
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

ま
た
、林
野
庁
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

林
業
の
成
長
産
業
化
を
大
き
な
目
標
と

し
て
掲
げ
各
種
施
策
に
取
り
組
ま
れ
て

お
り
ま
す
が
、
木
材
の
安
定
供
給
体
制

の
確
立
、
あ
る
い
は
地
球
温
暖
化
防
止

に
貢
献
す
る
森
林
の
適
切
な
施
業
の
た

め
に
も
、
基
盤
施
設
で
あ
る
路
網
の
整

備
が
不
可
欠
で
あ
り
ま
す
。

　

現
在
、
我
が
国
の
経
済
は
緩
や
か
な

回
復
基
調
に
あ
る
と
言
わ
れ
て
お
り
ま

す
が
、
地
方
経
済
は
そ
の
実
感
を
得
る

ま
で
は
至
っ
て
い
な
い
状
況
に
あ
り
ま

す
。
同
時
に
、
我
々
地
域
の
森
林
土
木

業
界
を
取
り
巻
く
経
営
環
境
は
、
受
注

量
の
大
幅
な
減
少
や
利
益
が
確
保
で
き

な
い
工
事
の
増
加
な
ど
大
変
厳
し
い
状

況
に
あ
り
、
こ
の
ま
ま
で
は
山
村
地
域

に
お
け
る
安
全
・
安
心
を
担
う
こ
と
が

困
難
な
状
況
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
近
年
の
人
口
減
少
等
と
も
相

ま
っ
て
、
年
々
、
技
術
者
、
技
能
者
の

新
規
採
用
者
の
減
少
、
あ
る
い
は
離
職

者
の
増
加
が
続
く
な
ど
、
特
に
施
工
条

件
の
厳
し
い
森
林
土
木
事
業
に
お
け
る

担
い
手
の
確
保
が
困
難
と
な
っ
て
お
り

ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
特
に
、
林

野
庁
ご
当
局
は
じ
め
関
係
の
皆
様
に
お

願
い
し
た
い
の
は
、
山
村
地
域
に
お
い

て
山
地
災
害
危
険
箇
所
に
対
応
す
る
と

と
も
に
、
最
低
限
必
要
な
事
業
量
を
確

保
す
る
た
め
の
林
野
公
共
事
業
予
算
、

特
に
治
山
事
業
の
大
幅
な
増
加
で
あ
り

ま
す
。
同
時
に
、
上
半
期
の
前
倒
し
執

行
に
よ
り
不
足
す
る
こ
と
が
想
定
さ
れ

る
下
半
期
に
対
応
す
る
た
め
の
大
型
の

補
正
予
算
の
編
成
で
あ
り
ま
す
。

　

一
方
、
発
注
者
と
し
て
の
各
都
道
県

に
対
し
て
は
、
品
確
法
改
正
等
を
踏
ま

え
、
労
務
、
資
材
等
の
最
新
実
勢
価
格

を
反
映
さ
せ
た
予
定
価
格
の
適
正
な
設

定
と
、
当
該
工
事
の
規
模
や
難
易
度
、

ま
た
地
域
の
実
情
等
を
踏
ま
え
た
適
切

な
工
期
の
設
定
等
を
お
願
い
し
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

　

今
般
、
林
野
庁
に
お
い
て
も
、
設
計
・
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１　

土
砂
災
害
等
発
生
の
状
況

　

四
月
十
四
日
夜
と
十
六
日
未
明
に
続

け
て
二
度
の
震
度
７
を
観
測
し
た
「
平

成
二
十
八
年
熊
本
地
震
」
が
本
県
を
襲

い
ま
し
た
。
驚
愕
の
地
震
で
あ
り
ま
し

た
。

　

発
生
以
来
、
全
国
の
皆
様
か
ら
の
義

援
金
、
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
活
動
支

援
な
ど
、
温
か
い
ご
支
援
や
励
ま
し
の

声
が
届
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
対
し
、

厚
く
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。ま
た
、全

森
建
に
お
か
れ
て
は
、
十
六
日
に
「
全

森
建
・
熊
本
地
震
対
策
本
部
」
の
立
ち

上
げ
、
支
援
等
い
た
だ
き
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。

　

こ
の
地
震
に
よ
り
、
七
十
五
名
（
関

連
死
含
む
）
の
尊
い
命
が
失
わ
れ
、
一

名
が
安
否
不
明
、
負
傷
者
千
八
百
七
十

七
名
（
七
月
三
日
現
在
）
と
な
っ
て
い

ま
す
。
特
に
、
人
口
百
万
人
を
超
え
る

熊
本
都
市
圏
と
阿
蘇
地
域
を
中
心
に
、

未
曾
有
の
家
屋
倒
壊
や
大
規
模
な
土
砂

崩
れ
な
ど
、
極
め
て
甚
大
な
被
害
が
発

生
し
ま
し
た
。
ま
さ
に
、
緑
の
山
、
草

原
が
茶
色
に
え
ぐ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

本
震
災
に
よ
り
発
生
し
た
新
た
な
林

地
崩
壊
の
被
害
は
三
九
八
箇
所
、
約
三

百
四
十
一
億
円
で
あ
り
、
林
地
を
保
全

す
る
た
め
に
整
備
し
て
き
た
治
山
施
設

の
被
害
は
三
十
一
箇
所
、
約
二
十
六
億

円
で
す
。
林
道
施
設
で
は
千
六
百
二
十

八
箇
所
十
一
億
円
な
ど
、
林
業
関
係
被

害
は
四
百
億
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。（
以

上
、
六
月
二
十
一
日
県
公
表
）
こ
れ
は

平
成
二
十
四
年
七
月
に
発
生
し
死
者
、

行
方
不
明
者
二
十
五
名
を
出
し
た
九
州

北
部
豪
雨
災
害
（
治
山
関
係
被
害
額
約

二
百
五
十
一
億
円
）
を
大
き
く
上
回
る

災
害
と
な
り
ま
し
た
。

２　

復
旧
計
画
に
つ
い
て

　

国
、
熊
本
県
及
び
南
阿
蘇
村
ほ
か
の

被
災
市
町
村
は
、
災
害
発
生
直
後
か
ら

二
次
災
害
防
止
の
た
め
連
携
し
て
ヘ
リ

に
よ
る
上
空
か
ら
調
査
、
現
地
調
査
や

応
急
復
旧
な
ど
に
努
め
て
き
ま
し
た
。

特
に
、
災
害
調
査
や
事
業
計
画
に
当
た

っ
て
は
、
国
を
は
じ
め
、
他
県
職
員
に

よ
る
人
的
支
援
を
受
け
、
迅
速
な
対
応

が
図
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
今
後
、

県
に
お
い
て
は
、「
被
災
者
の
痛
み
の
最

〔
現
地
か
ら
の
報
告
〕

熊
本
地
震
に
よ
る
土
砂
災
害
の
発
生
に
つ
い
て

熊
本
県
森
林
土
木
建
設
協
会

積
算
要
領
等
の
大
幅
な
改
正
・
見
直
し

を
行
っ
て
い
た
だ
い
た
と
こ
ろ
で
ご
ざ

い
ま
す
が
、
森
林
土
木
工
事
は
全
体
的

に
小
規
模
で
厳
し
い
施
工
条
件
の
下
で

行
う
こ
と
に
な
り
ま
す
の
で
、
標
準
歩

掛
の
改
正
等
、
引
き
続
き
現
場
の
実
情

を
踏
ま
え
た
不
断
の
取
組
を
お
願
い
し

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

現
在
、
地
方
創
生
が
国
全
体
の
大
き

な
政
策
と
し
て
取
り
組
ま
れ
て
い
ま

す
。
森
林
土
木
業
界
と
い
た
し
ま
し
て

は
、
各
協
（
議
）
会
と
も
厳
し
い
協
会

運
営
を
強
い
ら
れ
て
い
る
か
と
思
い
ま

す
が
、
治
山
・
林
道
施
設
等
地
域
の
イ

ン
フ
ラ
整
備
を
通
じ
て
、
地
域
住
民
の

安
全
・
安
心
を
守
る
と
と
も
に
、
地
場

産
業
と
し
て
地
域
の
振
興
・
活
性
化
に

少
し
で
も
貢
献
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
、
課
せ
ら
れ
た
社
会
的
責
務
を
果
た

し
て
参
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

今
年
度
に
お
き
ま
し
て
も
、
林
野
庁

は
じ
め
ご
列
席
の
皆
様
の
ご
指
導
を
い

た
だ
き
な
が
ら
、
会
員
の
皆
様
と
連
携

し
協
会
活
動
を
積
極
的
に
展
開
し
て
参

り
た
い
と
考
え
て
い
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ

い
ま
す
。

　

本
日
は
、
平
成
二
十
七
年
度
事
業
報

告
並
び
に
決
算
関
係
に
つ
い
て
ご
審
議

を
お
願
い
し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。

　

ま
た
、
こ
れ
ま
で
当
協
会
の
理
事
と

し
て
大
変
ご
尽
力
い
た
だ
き
ま
し
た
、

埼
玉
県
協
会
の
真
下
理
事
が
こ
の
五
月

に
お
亡
く
な
り
に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ

ま
で
の
ご
貢
献
に
対
し
お
礼
申
し
上
げ

ま
す
と
と
も
に
、
謹
ん
で
哀
悼
の
意
を

表
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
第
４
号
議
案

と
し
て
役
員
補
選
に
つ
き
ま
し
て
も
提

案
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
ご
審
議
を
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

　

結
び
に
、
会
員
の
皆
様
は
じ
め
ご
出

席
の
皆
様
の
ご
健
勝
、
ご
発
展
を
お
祈

り
申
し
上
げ
、
総
会
開
催
に
あ
た
り
ま

し
て
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。
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小
化
」、「
創
造
的
な
復
旧
」、「
更
な
る

発
展
に
つ
な
げ
る
」
の
復
旧
・
復
興
プ

ラ
ン
の
三
原
則
に
沿
っ
た
、
一
体
と
な

っ
た
取
組
が
進
め
ら
れ
る
こ
と
と
な
り

ま
す
。

　

治
山
林
道
関
係
で
は
、
被
災
箇
所
の

中
で
人
家
や
国
・
県
道
等
の
重
要
な
保

全
対
象
地
に
被
害
を
与
え
、
特
に
緊
急

を
要
す
る
三
十
二
箇
所
に
つ
い
て
は
災

害
関
連
緊
急
治
山
事
業
に
よ
り
本
年
度

の
復
旧
整
備
を
進
め
、
ま
た
、
地
震
に

よ
り
被
災
を
受
け
た
治
山
施
設
二
十
三

箇
所
に
つ
い
て
は
林
地
荒
廃
防
止
施
設

災
害
復
旧
事
業
に
よ
り
災
害
復
旧
を
進

め
る
ほ
か
、
県
単
独
事
業
に
よ
る
復
旧

も
実
施
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
県
内
の
国
有
林
に
お
い
て

も
林
地
崩
壊
が
発
生
し
て
お
り
、
緊
急

度
の
高
い
地
区
に
つ
い
て
は
、
県
と
同

様
に
災
害
関
連
緊
急
治
山
事
業
が
行
わ

れ
る
予
定
で
す
。
林
道
災
害
に
つ
い
て

も
、
多
く
の
箇
所
で
年
度
内
着
工
が
で

き
る
よ
う
、
九
月
ま
で
に
災
害
査
定
を

完
了
す
る
計
画
で
す
。

　

な
お
、
今
回
の
熊
本
地
震
に
よ
る
災

害
は
、
東
日
本
大
震
災
後
に
制
定
さ
れ

た
大
規
模
災
害
復
興
法
に
基
づ
く
「
非

常
災
害
」
の
指
定
を
受
け
ま
し
た
。
こ

れ
に
よ
り
本
県
の
要
請
を
受
け
、
災
害

復
旧
事
業
の
一
部
（
十
七
箇
所
）
に
つ

い
て
、
国
に
よ
る
直
轄
施
工
が
行
わ
れ

る
こ
と
と
な
り
、
国
・
県
一
体
と
な
っ

南阿蘇村立野地区

南阿蘇村長野地区 南阿蘇村烏帽子地区

南阿蘇村内早川地区

南阿蘇村の災害箇所位置図

南阿蘇村長野地区（山王谷川）の大崩壊、土石流箇所
〔写真提供：アジア航測株式会社〕
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協
会
の
動
き

森
林
土
木�

総
合
技
術
研
修（
中
央
研
修
）�

（
東
京
都
千
代
田
区
）

７
月
27
日
～
29
日

ブ
ロ
ッ
ク
会
議
開
催
予
定

北
海
道
・
東
北
ブ
ロ
ッ
ク
（
青
森
県
）

　

関
東
・
甲
静
ブ
ロ
ッ
ク
（
群
馬
県
）

11
月
10
日
～
11
日

中
部
ブ
ロ
ッ
ク
（
岐
阜
県
）

10
月
６
日
～
７
日

近
畿
ブ
ロ
ッ
ク
（
保
留
）

中
・
四
国
ブ
ロ
ッ
ク
（
愛
媛
県
）

九
州
ブ
ロ
ッ
ク
（
佐
賀
県
）

10
月
13
日
～
14
日

　

今
夏
は
ラ
ニ
ー
ニ
ャ
現
象
が
予
想
さ

れ
暑
く
な
り
そ
う
で
す
。

　

皆
さ
ん
、
熱
中
症
対
策
を
心
が
け
て
、

こ
の
夏
を
乗
り
切
り
ま
し
ょ
う
。

編
集
後
記

編
集
後
記

南阿蘇村立野地区の大崩壊箇所〔写真提供：株式会社パスコ〕

南阿蘇村烏帽子地区（烏帽子嶽西側斜面）の崩壊状況
〔写真提供：熊本県〕

南阿蘇村内早川地区（御竈門山の東斜面）の大崩壊箇所
〔写真提供：熊本県〕

て
一
日
も
早
い
復
旧
・
復
興
を
成
し
遂

げ
る
体
制
が
整
い
、
今
後
、
工
事
の
早

期
着
手
に
向
け
て
本
格
的
な
取
組
み
が

進
め
ら
れ
ま
す
。

　

七
月
三
日
現
在
の
地
震
回
数
は
、
千

八
百
四
十
回
で
、
避
難
者
も
五
千
三
百

人
を
超
え
て
お
り
ま
す
。
ま
だ
ま

だ
、
余
震
が
続
き
、
終
息
が
見
え

な
い
状
況
で
恐
怖
感
も
あ
り
ま
す

が
、
県
民
頑
張
っ
て
お
り
ま
す
の

で
、
引
き
続
き
応
援
を
い
た
だ
き

ま
す
よ
う
宜
し
く
お
願
い
し
ま
す
。


